
10

20

JP 7600480 B2 2024.12.17

(19)日本国特許庁(JP) (12)特許公報(B2) (11)特許番号　　
特許第7600480号

(P7600480)
(24)登録日　令和6年12月9日(2024.12.9)(45)発行日　令和6年12月17日(2024.12.17)

(54)【発明の名称】　害虫駆除装置

(51)国際特許分類
　   Ａ０１Ｍ 1/20 (2006.01)
　   Ａ０１Ｍ 1/02 (2006.01)

ＦＩ
　Ａ０１Ｍ 1/20 　　　Ａ 　　　
　Ａ０１Ｍ 1/02 　　　Ａ 　　　

(21)出願番号　 特願2021-215010(P2021-215010)
(22)出願日　 令和3年12月28日(2021.12.28)
(65)公開番号　 特開2023-98316(P2023-98316A)
(43)公開日　 令和5年7月10日(2023.7.10)

審査請求日　 令和6年1月24日(2024.1.24)

(73)特許権者　 518217877
清水  満久
鹿児島県大島郡伊仙町大字伊仙２５６７ 
－１

(74)代理人　 100170014
弁理士　蓼沼  恵美子

(72)発明者　 清水  満久
鹿児島県大島郡徳之島町亀津４９８１－ 
３

審査官　 吉田  英一

最終頁に続く

( 5 7 ) 【 特 許 請 求 の 範 囲 】
【 請 求 項 １ 】
　 長 手 方 向 に 延 び る 保 水 部 材 を 内 蔵 す る 帯 状 部 材 と 、 薬 液 を 貯 留 す る 薬 液 容 器 と 、 前 記 薬  
液 容 器 内 の 前 記 薬 液 を 吸 い 上 げ て 前 記 保 水 部 材 に 供 給 す る 薬 液 供 給 部 材 と 、 を 備 え 、
　 前 記 帯 状 部 材 は 、 前 記 保 水 部 材 か ら の 前 記 薬 液 が 浸 透 し な い 裏 側 の 不 浸 透 部 材 と 、 前 記  
保 水 部 材 か ら の 前 記 薬 液 が 浸 透 す る 表 側 の 浸 透 部 材 と 、 の ２ 種 類 の 部 材 か ら な る こ と を 特  
徴 と す る 害 虫 駆 除 装 置 。
【 請 求 項 ２ 】
　 前 記 保 水 部 材 が 、 前 記 帯 状 部 材 の 幅 方 向 に 所 定 の 間 隔 を 空 け て 複 数 配 置 さ れ 、
　 隣 り 合 う 前 記 保 水 部 材 の 間 は 、 表 側 、 裏 側 と も に 不 浸 透 部 材 で 構 成 さ れ て い る 、 請 求 項  
１ に 記 載 の 害 虫 駆 除 装 置 。
【 請 求 項 ３ 】
　 前 記 浸 透 部 材 に 浸 透 す る 前 記 薬 液 が 害 虫 を 駆 除 す る 駆 除 薬 液 で あ る 場 合 に は 、 当 該 浸 透  
部 材 は 、 害 虫 が 足 を 取 ら れ 通 り に く く し た 表 面 を 有 し 、
　 前 記 浸 透 部 材 に 浸 透 す る 前 記 薬 液 が 害 虫 を 誘 引 す る 誘 引 薬 液 で あ る 場 合 に は 、 当 該 浸 透  
部 材 は 、 害 虫 が ス ム ー ズ に 通 れ る よ う に し た 表 面 を 有 す る 、 請 求 項 １ 又 は ２ に 記 載 の 害 虫  
駆 除 装 置 。
【 請 求 項 ４ 】
　 前 記 薬 液 供 給 部 材 は 、 前 記 保 水 部 材 と の 接 続 箇 所 か ら 前 記 薬 液 容 器 の 入 口 又 は 前 記 薬 液  
容 器 の 上 部 に 位 置 す る 箇 所 ま で 、 前 記 薬 液 が 浸 透 し な い 薬 液 不 浸 透 性 の カ バ ー で 覆 わ れ て  

請求項の数　5　（全14頁）
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い る 、 請 求 項 １ 乃 至 ３ の い ず れ か １ 項 に 記 載 の 害 虫 駆 除 装 置 。
【 請 求 項 ５ 】
　 前 記 帯 状 部 材 の 、 少 な く と も 前 記 薬 液 供 給 部 材 が 存 す る 側 と 反 対 側 の 端 部 に 接 続 部 が 設  
け ら れ て い る 、 請 求 項 １ 乃 至 ４ の い ず れ か １ 項 に 記 載 の 害 虫 駆 除 装 置 。
【 発 明 の 詳 細 な 説 明 】
【 技 術 分 野 】
【 ０ ０ ０ １ 】
　 本 発 明 は 、 害 虫 駆 除 装 置 に 関 す る 。 さ ら に 詳 細 に は 、 本 発 明 は 、 例 え ば 、 果 樹 等 の 樹 木  
に 巻 き 付 け る 等 し て 、 そ こ を 通 る 害 虫 を 駆 除 し 、 害 虫 が 果 実 等 に 害 を 加 え な い よ う に す る  
た め に 用 い ら れ る 害 虫 駆 除 装 置 に 関 す る 。
【 背 景 技 術 】
【 ０ ０ ０ ２ 】
　 従 来 、 こ の 種 の 害 虫 駆 除 装 置 と し て 、 例 え ば 、 特 許 文 献 １ 等 に 開 示 さ れ た も の が 知 ら れ  
て い る 。 特 許 文 献 １ に 開 示 さ れ た 害 虫 駆 除 装 置 は 、 樹 木 に 筒 巻 き 状 に 巻 き 付 け ら れ る 帯 状  
部 材 と 、 帯 状 部 材 の 内 面 （ 樹 木 に 巻 き 付 け た と き に 当 該 樹 木 に 面 す る 側 の 面 ） の 略 中 央 部  
に 所 定 の 間 隔 を 置 い て 直 列 に 配 置 さ れ 、 害 虫 駆 除 剤 （ 薬 液 ） が 含 浸 保 持 さ れ た 略 方 形 の 多  
数 の ス ポ ン ジ と 、 を 備 え て い る 。 そ し て 、 樹 木 に 帯 状 部 材 を 巻 き 付 け 、 帯 状 部 材 の 内 面 の  
薬 液 を 含 浸 さ せ た ス ポ ン ジ に 害 虫 を 導 い て 、 当 該 害 虫 を 駆 除 す る よ う に さ れ て い る 。
【 ０ ０ ０ ３ 】
　 ま た 、 従 来 、 害 虫 忌 避 剤 （ 薬 液 ） を 含 浸 保 持 さ せ た 粘 着 剤 層 の 片 面 に 、 害 虫 忌 避 剤 透 過  
性 の 徐 放 性 基 材 を 貼 着 し た 積 層 構 成 の 害 虫 忌 避 粘 着 テ ー プ （ 例 え ば 、 特 許 文 献 ２ 等 を 参 照  
） や 、 裏 面 に 粘 着 剤 が 付 着 さ れ た 合 成 樹 脂 材 料 に 忌 避 剤 （ 薬 液 ） を 含 有 さ せ て テ ー プ 状 に  
し た り 、 テ ー プ の 表 面 に 忌 避 剤 を 塗 布 し た り し た な め く じ 忌 避 用 テ ー プ （ 例 え ば 、 特 許 文  
献 ３ 等 を 参 照 ） も 提 案 さ れ て い る 。
【 先 行 技 術 文 献 】
【 特 許 文 献 】
【 ０ ０ ０ ４ 】
【 文 献 】 特 許 第 ２ ９ ３ ７ ９ ５ ３ 号 公 報
【 文 献 】 特 開 平 ９ － ６ ７ ２ １ ０ 号 公 報
【 文 献 】 特 開 ２ ０ ０ ２ － １ ７ １ ８ ９ ２ 号 公 報
【 発 明 の 概 要 】
【 発 明 が 解 決 し よ う と す る 課 題 】
【 ０ ０ ０ ５ 】
　 特 許 文 献 ２ ， ３ で 提 案 さ れ て い る も の を 用 い れ ば 、 樹 木 の 幹 等 に 貼 り 付 け た テ ー プ の 表  
面 に 薬 液 が 保 持 さ れ る こ と や テ ー プ の 表 面 か ら 薬 液 が 放 出 さ れ る こ と で 、 害 虫 が テ ー プ を  
嫌 が る た め 、 当 該 害 虫 を 忌 避 す る こ と が で き る 。
　 し か し 、 特 許 文 献 ２ ， ３ で 提 案 さ れ て い る も の に あ っ て は 、 害 虫 を 忌 避 す る こ と は で き  
て も 、 当 該 害 虫 を 駆 除 す る こ と は 困 難 で あ る 。 害 虫 が テ ー プ 上 を 通 過 し た だ け で 当 該 害 虫  
を 駆 除 で き る ほ ど の 毒 性 の 強 い 薬 液 を 用 い る こ と は 、 環 境 へ の 影 響 等 か ら 望 ま し く な く 、  
一 方 、 毒 性 の 弱 い 薬 液 を 用 い る と 、 害 虫 が テ ー プ 上 を 通 過 し た だ け で は 、 当 該 害 虫 が 薬 液  
に 接 触 す る 時 間 が 短 く 、 忌 避 す る こ と は で き て も 駆 除 す る こ と は で き な い か ら で あ る 。
【 ０ ０ ０ ６ 】
　 そ こ で 、 特 許 文 献 １ で は 、 樹 木 に 巻 き 付 け ら れ る 帯 状 部 材 の 内 面 に 迷 路 を 形 成 す る こ と  
に よ り 、 害 虫 が 薬 液 に 接 触 す る 時 間 を 長 く し て 、 当 該 害 虫 を 駆 除 す る よ う に さ れ て い る 。
　 し か し 、 害 虫 も 様 々 な 大 き さ を 有 し て お り 、 小 さ い も の か ら 大 き い も の ま で カ バ ー す る  
迷 路 を 構 築 す る こ と は 困 難 で あ る 。 ま た 、 帯 状 部 材 が 巻 き 付 け ら れ る 樹 木 表 面 の 凹 凸 が 大  
き い 場 合 に は 、 害 虫 を う ま く 迷 路 内 に 導 く こ と が で き な い と い う 課 題 も あ っ た 。
【 ０ ０ ０ ７ 】
　 本 発 明 は 、 従 来 技 術 に お け る 前 記 課 題 を 解 決 す る た め に な さ れ た も の で あ り 、 設 置 す る  
場 所 や 害 虫 の 大 き さ に 関 わ ら ず 、 簡 便 に 長 期 間 安 定 し て 確 実 に 害 虫 駆 除 を 行 う こ と を 可 能  
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に す る 害 虫 駆 除 装 置 を 提 供 す る こ と を 目 的 と す る 。
【 課 題 を 解 決 す る た め の 手 段 】
【 ０ ０ ０ ８ 】
　 前 記 目 的 を 達 成 す る た め 、 本 発 明 に 係 る 害 虫 駆 除 装 置 の 構 成 は 、
（ １ ） 長 手 方 向 に 延 び る 保 水 部 材 を 内 蔵 す る 帯 状 部 材 と 、 薬 液 を 貯 留 す る 薬 液 容 器 と 、 前  
記 薬 液 容 器 内 の 前 記 薬 液 を 吸 い 上 げ て 前 記 保 水 部 材 に 供 給 す る 薬 液 供 給 部 材 と 、 を 備 え 、  
前 記 帯 状 部 材 は 、 前 記 保 水 部 材 か ら の 前 記 薬 液 が 浸 透 し な い 裏 側 の 不 浸 透 部 材 と 、 前 記 保  
水 部 材 か ら の 前 記 薬 液 が 浸 透 す る 表 側 の 浸 透 部 材 と 、 の ２ 種 類 の 部 材 か ら な る こ と を 特 徴  
と す る 。
【 ０ ０ ０ ９ 】
　 本 発 明 の 害 虫 駆 除 装 置 の 上 記 （ １ ） の 構 成 は 、 以 下 の よ う な 作 用 効 果 を 奏 す る 。
　 す な わ ち 、 上 記 （ １ ） の 構 成 に よ れ ば 、 薬 液 容 器 か ら 継 続 的 に 薬 液 が 供 給 さ れ る 保 水 部  
材 を 内 蔵 す る 帯 状 部 材 を 備 え 、 か つ 、 帯 状 部 材 が 、 保 水 部 材 か ら の 薬 液 が 浸 透 し な い 裏 側  
の 不 浸 透 部 材 と 、 保 水 部 材 か ら の 薬 液 が 浸 透 す る 表 側 の 浸 透 部 材 と 、 の ２ 種 類 の 部 材 か ら  
な る こ と に よ り 、 浸 透 部 材 に 浸 透 し た 薬 液 の 濃 度 が 雨 な ど に よ っ て 薄 め ら れ て も 、 保 水 部  
材 か ら の 薬 液 を 、 裏 側 に 逃 が す こ と な く 浸 透 部 材 に 確 実 に 補 充 浸 透 さ せ て 元 の 濃 度 に 戻 す  
こ と が で き る 。 ま た 、 浸 透 部 材 が 風 で 乾 燥 し て も 、 同 様 に 、 保 水 部 材 か ら の 薬 液 を 浸 透 部  
材 に 確 実 に 補 充 浸 透 さ せ る こ と が で き る 。 さ ら に 、 薬 液 と し て 、 害 虫 を 駆 除 す る 駆 除 薬 液  
を 用 い 、 浸 透 部 材 を 、 例 え ば 、 害 虫 が 足 を 取 ら れ 通 り に く く し た 表 面 を 有 す る も の と す る  
こ と に よ り 、 帯 状 部 材 の 上 を 通 る 害 虫 を 駆 除 薬 液 に 長 時 間 接 触 さ せ て お く こ と が で き る 。  
こ の た め 、 帯 状 部 材 の 上 を 通 る 害 虫 を 確 実 に 駆 除 す る こ と が で き る 。 ま た 、 こ の よ う に 、  
害 虫 は 帯 状 部 材 の 上 を 通 る だ け で あ る た め 、 害 虫 の 大 き さ の 小 さ い も の か ら 大 き い も の ま  
で カ バ ー す る こ と が で き る と と も に 、 い か な る 場 所 に も 設 置 す る こ と が で き る 。
　 し た が っ て 、 上 記 （ １ ） の 構 成 に よ れ ば 、 設 置 す る 場 所 や 害 虫 の 大 き さ に 関 わ ら ず 、 簡  
便 に 長 期 間 安 定 し て 確 実 に 害 虫 駆 除 を 行 う こ と を 可 能 に す る 害 虫 駆 除 装 置 を 提 供 す る こ と  
が で き る 。
【 ０ ０ １ ０ 】
　 本 発 明 の 害 虫 駆 除 装 置 の 上 記 （ １ ） の 構 成 に お い て は 、 以 下 の （ ２ ） 乃 至 （ ５ ） の よ う  
な 構 成 に す る こ と が 好 ま し い 。
【 ０ ０ １ １ 】
（ ２ ） 上 記 （ １ ） の 構 成 に お い て 、 前 記 保 水 部 材 が 、 前 記 帯 状 部 材 の 幅 方 向 に 所 定 の 間 隔  
を 空 け て 複 数 配 置 さ れ 、 隣 り 合 う 前 記 保 水 部 材 の 間 は 、 表 側 、 裏 側 と も に 不 浸 透 部 材 で 構  
成 さ れ て い る 。
【 ０ ０ １ ２ 】
　 上 記 （ ２ ） の 好 ま し い 構 成 に よ れ ば 、 異 な る 駆 除 薬 液 や 誘 引 薬 液 を 保 持 し た 複 数 の 保 水  
部 材 を 同 時 に 備 え る こ と が で き る た め 、 複 数 種 類 の 害 虫 を 駆 除 す る こ と が 可 能 と な る 。 ま  
た 、 誘 引 薬 液 で 害 虫 を 誘 引 し た 後 、 駆 除 薬 液 で 当 該 害 虫 を 駆 除 す る こ と が で き る た め 、 よ  
り 多 く の 害 虫 を 駆 除 す る こ と が 可 能 と な る 。 さ ら に 、 隣 り 合 う 保 水 部 材 の 間 が 、 表 側 、 裏  
側 と も に 不 浸 透 部 材 で 構 成 さ れ て い る た め 、 隣 り 合 う 保 水 部 材 上 の 浸 透 部 材 に そ れ ぞ れ 浸  
透 し た （ 染 み 出 た ） 薬 液 同 士 が 混 合 し な い よ う に す る こ と が 可 能 と な る 。
【 ０ ０ １ ３ 】
（ ３ ） 上 記 （ １ ） 又 は （ ２ ） の 構 成 に お い て 、 前 記 浸 透 部 材 に 浸 透 す る 前 記 薬 液 が 害 虫 を  
駆 除 す る 駆 除 薬 液 で あ る 場 合 に は 、 当 該 浸 透 部 材 は 、 害 虫 が 足 を 取 ら れ 通 り に く く し た 表  
面 を 有 し 、 前 記 浸 透 部 材 に 浸 透 す る 前 記 薬 液 が 害 虫 を 誘 引 す る 誘 引 薬 液 で あ る 場 合 に は 、  
当 該 浸 透 部 材 は 、 害 虫 が ス ム ー ズ に 通 れ る よ う に し た 表 面 を 有 す る 。
【 ０ ０ １ ４ 】
　 上 記 （ ３ ） の 好 ま し い 構 成 は 、 以 下 の よ う な 作 用 効 果 を 奏 す る 。
　 す な わ ち 、 上 記 （ ３ ） の 構 成 に よ れ ば 、 駆 除 薬 液 が 浸 透 す る 浸 透 部 材 が 、 害 虫 が 足 を 取  
ら れ 通 り に く く し た 表 面 を 有 す る こ と に よ り 、 害 虫 を 駆 除 薬 液 に 長 時 間 接 触 さ せ て お く こ  
と が で き る 。 こ の た め 、 害 虫 を 忌 避 す る だ け で な く 完 全 に 駆 除 す る こ と が 可 能 と な る 。 そ  
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し て 、 こ の よ う に 害 虫 を 駆 除 薬 液 に 長 時 間 接 触 さ せ て お く こ と が で き る た め 、 毒 性 の 強 い  
薬 液 を 用 い な く て も 害 虫 を 駆 除 す る こ と が 可 能 と な る 。
　 ま た 、 誘 引 薬 液 が 浸 透 す る 浸 透 部 材 が 、 害 虫 が ス ム ー ズ に 通 れ る よ う に し た 表 面 を 有 す  
る こ と に よ り 、 誘 引 薬 液 に 釣 ら れ て 近 寄 っ て き た 害 虫 を ス ム ー ズ に 、 駆 除 薬 液 が 浸 透 し た  
浸 透 部 材 に 移 動 さ せ る こ と が で き る 。
【 ０ ０ １ ５ 】
（ ４ ） 上 記 （ １ ） 乃 至 （ ３ ） の い ず れ か の 構 成 に お い て 、 前 記 薬 液 供 給 部 材 は 、 前 記 保 水  
部 材 と の 接 続 箇 所 か ら 前 記 薬 液 容 器 の 入 口 又 は 前 記 薬 液 容 器 の 上 部 に 位 置 す る 箇 所 ま で 、  
前 記 薬 液 が 浸 透 し な い 薬 液 不 浸 透 性 の カ バ ー で 覆 わ れ て い る 。
【 ０ ０ １ ６ 】
　 上 記 （ ４ ） の 好 ま し い 構 成 に よ れ ば 、 保 水 部 材 へ 到 達 す る ま で に 薬 液 が 蒸 発 す る こ と を  
防 止 す る こ と が 可 能 と な る 。
【 ０ ０ １ ７ 】
（ ５ ） 上 記 （ １ ） 乃 至 （ ４ ） の い ず れ か の 構 成 に お い て 、 前 記 帯 状 部 材 の 、 少 な く と も 前  
記 薬 液 供 給 部 材 が 存 す る 側 と 反 対 側 の 端 部 に 接 続 部 が 設 け ら れ て い る 。
【 ０ ０ １ ８ 】
　 上 記 （ ５ ） の 好 ま し い 構 成 に よ れ ば 、 例 え ば 、 ２ つ の 帯 状 部 材 の 接 続 部 同 士 を 接 合 す る  
こ と に よ り 、 こ れ ら の 帯 状 部 材 同 士 を 長 手 方 向 に 連 結 し て 、 害 虫 駆 除 装 置 の 長 さ を 長 く す  
る こ と が で き る 。 そ し て 、 こ れ に よ り 、 大 き い 樹 木 等 に も 対 応 す る こ と が 可 能 と な る 。
【 発 明 の 効 果 】
【 ０ ０ １ ９ 】
　 本 発 明 に よ れ ば 、 設 置 す る 場 所 や 害 虫 の 大 き さ に 関 わ ら ず 、 簡 便 に 長 期 間 安 定 し て 確 実  
に 害 虫 駆 除 を 行 う こ と を 可 能 に す る 害 虫 駆 除 装 置 を 提 供 す る こ と が で き る 。
【 図 面 の 簡 単 な 説 明 】
【 ０ ０ ２ ０ 】
【 図 １ 】 図 １ は 、 本 発 明 の 一 実 施 形 態 に お け る 害 虫 駆 除 装 置 の 概 略 構 成 を 示 す 模 式 平 面 図  
で あ る 。
【 図 ２ 】 図 ２ は 、 本 発 明 の 一 実 施 形 態 に お け る 害 虫 駆 除 装 置 か ら 浸 透 部 材 を 外 し た 状 態 を  
示 す 模 式 平 面 図 で あ る 。
【 図 ３ 】 図 ３ は 、 本 発 明 の 一 実 施 形 態 に お け る 害 虫 駆 除 装 置 の 使 用 態 様 の 一 例 を 示 す 概 略  
斜 視 図 で あ る 。
【 図 ４ 】 図 ４ （ イ ） は 、 本 発 明 の 一 実 施 形 態 に お け る 害 虫 駆 除 装 置 の 他 の 概 略 構 成 を 示 す  
模 式 平 面 図 、 図 ４ （ ロ ） は 、 本 発 明 の 一 実 施 形 態 に お け る 他 の 害 虫 駆 除 装 置 か ら 浸 透 部 材  
を 外 し た 状 態 を 示 す 模 式 平 面 図 で あ る 。
【 図 ５ 】 図 ５ は 、 本 発 明 の 一 実 施 形 態 に お け る 害 虫 駆 除 装 置 の さ ら な る 他 の 概 略 構 成 を 示  
す 模 式 平 面 図 で あ る 。
【 発 明 を 実 施 す る た め の 形 態 】
【 ０ ０ ２ １ 】
　 以 下 、 好 適 な 実 施 形 態 を 用 い て 本 発 明 を さ ら に 具 体 的 に 説 明 す る 。 但 し 、 下 記 の 実 施 形  
態 は 本 発 明 を 具 現 化 し た 例 に 過 ぎ ず 、 本 発 明 は こ れ に 限 定 さ れ る も の で は な い 。
【 ０ ０ ２ ２ 】
　 ［ 害 虫 駆 除 装 置 の 構 成 ］
　 ま ず 、 本 発 明 の 一 実 施 形 態 に お け る 害 虫 駆 除 装 置 （ 害 虫 駆 除 ベ ル ト ） の 構 成 に つ い て 、  
図 １ ， 図 ２ を 参 照 し な が ら 説 明 す る 。
【 ０ ０ ２ ３ 】
　 図 １ は 、 本 実 施 形 態 に お け る 害 虫 駆 除 装 置 の 概 略 構 成 を 示 す 模 式 平 面 図 、 図 ２ は 、 当 該  
害 虫 駆 除 装 置 か ら 浸 透 部 材 を 外 し た 状 態 を 示 す 模 式 平 面 図 で あ る 。 な お 、 図 示 さ れ た 各 構  
成 部 材 の 長 さ 、 大 き さ 、 間 隔 等 は 、 図 面 作 成 の 都 合 上 か ら 実 際 の も の と は 異 な っ て い る 。
【 ０ ０ ２ ４ 】
　 図 １ ， 図 ２ に 示 す よ う に 、 本 実 施 形 態 の 害 虫 駆 除 装 置 １ は 、 長 手 方 向 に 延 び る 第 １ 及 び  
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第 ２ の ２ 本 の 保 水 部 材 ２ ａ ， ２ ｂ を 内 蔵 す る 帯 状 部 材 ２ を 備 え て い る 。 こ こ で 、 ２ 本 の 保  
水 部 材 ２ ａ ， ２ ｂ は 、 帯 状 部 材 ２ の 幅 方 向 に 所 定 の 間 隔 を 空 け て 配 置 さ れ て い る 。 ま た 、  
害 虫 駆 除 装 置 １ は 、 害 虫 を 駆 除 す る 駆 除 薬 液 を 貯 留 す る 第 １ の 薬 液 容 器 ３ ａ と 、 第 １ の 薬  
液 容 器 ３ ａ 内 の 駆 除 薬 液 を 毛 細 管 現 象 に よ っ て 吸 い 上 げ て 第 １ の 保 水 部 材 ２ ａ に 供 給 す る  
第 １ の 薬 液 供 給 部 材 ４ ａ と 、 を 備 え て い る 。 さ ら に 、 害 虫 駆 除 装 置 １ は 、 害 虫 を 誘 引 す る  
誘 引 薬 液 を 貯 留 す る 第 ２ の 薬 液 容 器 ３ ｂ と 、 第 ２ の 薬 液 容 器 ３ ｂ 内 の 誘 引 薬 液 を 毛 細 管 現  
象 に よ っ て 吸 い 上 げ て 第 ２ の 保 水 部 材 ２ ｂ に 供 給 す る 第 ２ の 薬 液 供 給 部 材 ４ ｂ と 、 を 備 え  
て い る 。
　 第 １ の 薬 液 供 給 部 材 ４ ａ は 、 一 端 が 第 １ の 保 水 部 材 ２ ａ に 接 続 さ れ 、 他 端 部 が 第 １ の 薬  
液 容 器 ３ ａ 内 に 導 入 さ れ て い る 。 ま た 、 第 ２ の 薬 液 供 給 部 材 ４ ｂ は 、 一 端 が 第 ２ の 保 水 部  
材 ２ ｂ に 接 続 さ れ 、 他 端 部 が 第 ２ の 薬 液 容 器 ３ ｂ 内 に 導 入 さ れ て い る 。 な お 、 帯 状 部 材 ２  
の 、 第 １ 及 び 第 ２ の 薬 液 供 給 部 材 ４ ａ ， ４ ｂ が 存 し な い 側 の 端 部 は 、 閉 じ ら れ て い る 。
【 ０ ０ ２ ５ 】
　 帯 状 部 材 ２ は 、 第 １ 及 び 第 ２ の 保 水 部 材 ２ ａ ， ２ ｂ か ら の 薬 液 （ 駆 除 薬 液 及 び 誘 引 薬 液  
） が 浸 透 し な い 裏 側 の 不 浸 透 部 材 ２ ｅ と 、 第 １ 及 び 第 ２ の 保 水 部 材 ２ ａ ， ２ ｂ か ら の 薬 液  
（ 駆 除 薬 液 及 び 誘 引 薬 液 ） が そ れ ぞ れ 浸 透 す る 、 帯 状 部 材 ２ の 長 手 方 向 に 延 び る 表 側 の 第  
１ 及 び 第 ２ の 浸 透 部 材 ２ ｃ ， ２ ｄ と 、 の ２ 種 類 の 部 材 か ら な っ て い る 。
　 よ り 具 体 的 に は 、 帯 状 部 材 ２ は 、 第 １ 及 び 第 ２ の ２ 本 の 保 水 部 材 ２ ａ ， ２ ｂ が 載 置 固 定  
さ れ る 薬 液 不 浸 透 性 の ベ ー ス 部 材 （ 不 浸 透 部 材 ） ２ ｅ と 、 帯 状 部 材 ２ の 幅 方 向 に 所 定 の 間  
隔 を 空 け た 状 態 で そ れ ぞ れ 保 水 部 材 ２ ａ ， ２ ｂ を 覆 う よ う に 配 置 固 定 さ れ る 第 １ 及 び 第 ２  
の 浸 透 部 材 ２ ｃ ， ２ ｄ と 、 に よ り 構 成 さ れ て い る 。 こ れ に よ り 、 隣 り 合 う 第 １ 及 び 第 ２ の  
２ 本 の 保 水 部 材 ２ ａ ， ２ ｂ の 間 は 、 表 側 、 裏 側 と も に 不 浸 透 部 材 で 構 成 さ れ た 状 態 と な っ  
て い る 。
　 な お 、 帯 状 部 材 ２ の 表 面 に 、 第 １ 及 び 第 ２ の 浸 透 部 材 ２ ｃ ， ２ ｄ の 対 向 す る 縁 部 に 重 な  
る よ う に し て 帯 状 部 材 ２ の 長 手 方 向 に 延 び る 不 浸 透 部 材 を さ ら に 配 置 固 定 す る よ う に し て  
も よ い 。
【 ０ ０ ２ ６ 】
　 本 実 施 形 態 の 害 虫 駆 除 装 置 １ の か か る 構 成 は 、 以 下 の よ う な 作 用 効 果 を 奏 す る 。
　 す な わ ち 、 か か る 構 成 に よ れ ば 、 第 １ 及 び 第 ２ の 薬 液 容 器 ３ ａ ， ３ ｂ か ら そ れ ぞ れ 継 続  
的 に 薬 液 が 供 給 さ れ る 第 １ 及 び 第 ２ の 保 水 部 材 ２ ａ ， ２ ｂ を 内 蔵 す る 帯 状 部 材 ２ を 備 え 、  
か つ 、 帯 状 部 材 ２ が 、 第 １ 及 び 第 ２ の 保 水 部 材 ２ ａ ， ２ ｂ か ら の 薬 液 が 浸 透 し な い 裏 側 の  
不 浸 透 部 材 ２ ｅ と 、 第 １ 及 び 第 ２ の 保 水 部 材 ２ ａ ， ２ ｂ か ら の 薬 液 が そ れ ぞ れ 浸 透 す る 、  
帯 状 部 材 ２ の 長 手 方 向 に 延 び る 表 側 の 第 １ 及 び 第 ２ の 浸 透 部 材 ２ ｃ ， ２ ｄ と 、 の ２ 種 類 の  
部 材 か ら な っ て い る こ と に よ り 、 第 １ 及 び 第 ２ の 浸 透 部 材 ２ ｃ ， ２ ｄ に 浸 透 し た 薬 液 の 濃  
度 が 雨 な ど に よ っ て 薄 め ら れ て も 、 第 １ 及 び 第 ２ の 保 水 部 材 ２ ａ ， ２ ｂ か ら の 薬 液 を 、 裏  
側 に 逃 が す こ と な く 第 １ 及 び 第 ２ の 浸 透 部 材 ２ ｃ ， ２ ｄ に 確 実 に 補 充 浸 透 さ せ て 元 の 濃 度  
に 戻 す こ と が で き る 。 ま た 、 第 １ 及 び 第 ２ の 浸 透 部 材 ２ ｃ ， ２ ｄ が 風 で 乾 燥 し て も 、 同 様  
に 、 第 １ 及 び 第 ２ の 保 水 部 材 ２ ａ ， ２ ｂ か ら の 薬 液 を 第 １ 及 び 第 ２ の 浸 透 部 材 ２ ｃ ， ２ ｄ  
に 確 実 に 補 充 浸 透 さ せ る こ と が で き る 。 さ ら に 、 駆 除 薬 液 が 浸 透 す る 第 １ の 浸 透 部 材 ２ ｃ  
を 、 例 え ば 、 害 虫 が 足 を 取 ら れ 通 り に く く し た 表 面 を 有 す る も の と す る こ と に よ り 、 帯 状  
部 材 ２ の 上 を 通 る 害 虫 を 駆 除 薬 液 に 長 時 間 接 触 さ せ て お く こ と が で き る 。 こ の た め 、 帯 状  
部 材 ２ の 上 を 通 る 害 虫 を 確 実 に 駆 除 す る こ と が で き る 。 ま た 、 こ の よ う に 、 害 虫 は 帯 状 部  
材 ２ の 上 を 通 る だ け で あ る た め 、 害 虫 の 大 き さ の 小 さ い も の か ら 大 き い も の ま で カ バ ー す  
る こ と が で き る と と も に 、 い か な る 場 所 に も 設 置 す る こ と が で き る 。
　 し た が っ て 、 か か る 構 成 に よ れ ば 、 設 置 す る 場 所 や 害 虫 の 大 き さ に 関 わ ら ず 、 簡 便 に 長  
期 間 安 定 し て 確 実 に 害 虫 駆 除 を 行 う こ と を 可 能 に す る 害 虫 駆 除 装 置 １ を 提 供 す る こ と が で  
き る 。
【 ０ ０ ２ ７ 】
　 ま た 、 隣 り 合 う 第 １ 及 び 第 ２ の ２ 本 の 保 水 部 材 ２ ａ ， ２ ｂ の 間 が 、 表 側 、 裏 側 と も に 不  
浸 透 部 材 で 構 成 さ れ た 状 態 と な っ て い る た め 、 隣 り 合 う 第 １ 及 び 第 ２ の 保 水 部 材 ２ ａ ， ２  
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ｂ 上 の 第 １ 及 び 第 ２ の 浸 透 部 材 ２ ｃ ， ２ ｄ に そ れ ぞ れ 浸 透 し た （ 染 み 出 た ） 薬 液 （ 駆 除 薬  
液 及 び 誘 引 薬 液 ） 同 士 が 混 合 し な い よ う に す る こ と が 可 能 と な る 。 ま た 、 誘 引 薬 液 で 害 虫  
を 誘 引 し た 後 、 駆 除 薬 液 で 当 該 害 虫 を 駆 除 す る こ と が で き る た め 、 よ り 多 く の 害 虫 を 駆 除  
す る こ と が 可 能 と な る 。
【 ０ ０ ２ ８ 】
　 以 下 、 さ ら に 詳 細 に 説 明 す る 。
　 浸 透 部 材 に 浸 透 す る 薬 液 が 害 虫 を 駆 除 す る 駆 除 薬 液 で あ る 場 合 に は 、 当 該 浸 透 部 材 は 、  
害 虫 が 足 を 取 ら れ 通 り に く く し た 表 面 を 有 す る 。 本 実 施 形 態 に お い て は 、 第 １ の 浸 透 部 材  
２ ｃ が 、 害 虫 が 足 を 取 ら れ 通 り に く く し た 表 面 を 有 し て い る 。
　 か か る 構 成 に よ れ ば 、 害 虫 を 駆 除 薬 液 に 長 時 間 接 触 さ せ て お く こ と が で き る た め 、 害 虫  
を 忌 避 す る だ け で な く 完 全 に 駆 除 す る こ と が 可 能 と な る 。 そ し て 、 こ の よ う に 害 虫 を 駆 除  
薬 液 に 長 時 間 接 触 さ せ て お く こ と が で き る た め 、 毒 性 の 強 い 薬 液 を 用 い な く て も 害 虫 を 駆  
除 す る こ と が 可 能 と な る 。
【 ０ ０ ２ ９ 】
　 例 え ば 、 第 １ の 浸 透 部 材 ２ ｃ は 、 害 虫 の 足 が 絡 ま る 表 面 を 有 し て い る 。 害 虫 の 足 が 絡 ま  
る 表 面 と し て は 、 例 え ば 、 小 さ い Ｌ 型 や Ｊ 型 、 ル ー プ 状 の 棘 を 有 す る 表 面 、 小 さ な 網 目 を  
有 す る 網 目 状 の 表 面 等 を 挙 げ る こ と が で き る 。 そ し て 、 Ｌ 型 、 Ｊ 型 、 ル ー プ 状 の 棘 を 混 在  
さ せ た り 、 さ ま ざ ま な 大 き さ や 形 状 の 網 目 を 混 在 さ せ た り す る こ と で 、 害 虫 の 大 き さ や 足  
の 長 さ ・ 形 状 等 に 関 わ ら ず 、 害 虫 が 通 り に く く す る こ と が で き る 。 ま た 、 棘 の 長 さ の 長 い  
も の 短 い も の を 混 在 さ せ る こ と で 、 さ ら に 、 害 虫 の 大 き さ や 足 の 長 さ 等 に 関 わ ら ず 、 害 虫  
が 通 り に く く す る こ と が で き る 。 網 目 状 の 表 面 の 場 合 に は 、 網 目 層 を 複 数 重 ね る こ と で 、  
網 目 に 害 虫 の 足 が 入 り 込 み や す く な り 、 ま た 、 害 虫 の 大 き さ や 足 の 長 さ 等 に 関 わ ら ず 、 害  
虫 が 通 り に く く す る こ と が で き る 。 な お 、 特 定 の 害 虫 の み を 駆 除 し た い 場 合 に は 、 そ の 害  
虫 の 大 き さ や 足 の 長 さ ・ 形 状 等 に 応 じ た 棘 の 形 状 や 長 さ 、 網 目 の 形 状 等 を 選 択 す る こ と が  
望 ま し い 。
【 ０ ０ ３ ０ 】
　 浸 透 部 材 に 浸 透 す る 薬 液 が 害 虫 を 誘 引 す る 誘 引 薬 液 で あ る 場 合 に は 、 当 該 浸 透 部 材 は 、  
害 虫 が ス ム ー ズ に 通 れ る よ う に し た 表 面 を 有 す る 。 本 実 施 形 態 に お い て は 、 第 ２ の 浸 透 部  
材 ２ ｄ が 、 害 虫 が ス ム ー ズ に 通 れ る よ う に し た 表 面 を 有 し て い る 。
　 か か る 構 成 に よ れ ば 、 誘 引 薬 液 に 釣 ら れ て 近 寄 っ て き た 害 虫 を ス ム ー ズ に 、 駆 除 薬 液 が  
浸 透 し た 第 １ の 浸 透 部 材 ２ ｃ に 移 動 さ せ る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ３ １ 】
　 例 え ば 、 第 ２ の 浸 透 部 材 ２ ｄ は 、 害 虫 が 滑 り や す い 摩 擦 係 数 の 小 さ い 繊 維 （ ナ イ ロ ン と  
い っ た 合 成 繊 維 ） を 織 り 込 ん だ 布 や 、 細 い 糸 で 目 を 小 さ く し て 織 っ た 布 等 で あ る 。 ま た 、  
第 ２ の 浸 透 部 材 ２ ｄ は 、 害 虫 が 滑 り や す い 摩 擦 係 数 の 小 さ い 繊 維 （ ナ イ ロ ン と い っ た 合 成  
繊 維 ） を 織 り 込 ん だ 布 と 吸 水 性 の 良 い 綿 と い っ た 布 と を 組 み 合 わ せ て 構 成 さ れ る 表 面 を 有  
す る も の 、 例 え ば 、 ２ 種 類 の 布 を 市 松 模 様 状 や ス ト ラ イ プ 状 に 配 置 し て 構 成 さ れ る 表 面 を  
有 す る も の で あ っ て も よ い 。 但 し 、 第 ２ の 浸 透 部 材 ２ ｄ の 表 面 を 、 滑 り や す い 摩 擦 係 数 の  
小 さ い 繊 維 だ け で 形 成 さ れ る 布 の み で 構 成 す る こ と は 、 害 虫 は 滑 り や す い が 吸 水 し に く く  
誘 引 薬 液 の 効 果 が 発 揮 さ れ な い た め 、 望 ま し く な い 。
【 ０ ０ ３ ２ 】
　 第 １ 及 び 第 ２ の 浸 透 部 材 ２ ｃ ， ２ ｄ と し て は 、 上 述 し た 機 能 を 有 す る こ と が で き る 材 質  
で あ れ ば よ く 、 例 え ば 、 布 、 紙 、 不 織 布 等 を 用 い る こ と が で き る 。
　 第 １ 及 び 第 ２ の 保 水 部 材 ２ ａ ， ２ ｂ と し て は 、 例 え ば 、 布 、 紙 、 ゲ ル 、 ス ポ ン ジ 等 を 用  
い る こ と が で き る 。
　 第 １ 及 び 第 ２ の 薬 液 供 給 部 材 ４ ａ ， ４ ｂ と し て も 、 例 え ば 、 布 、 紙 、 ゲ ル 、 ス ポ ン ジ 等  
を 用 い る こ と が で き る 。 第 １ 及 び 第 ２ の 薬 液 供 給 部 材 ４ ａ ， ４ ｂ は 、 そ れ ぞ れ 、 第 １ 及 び  
第 ２ の 保 水 部 材 ２ ａ ， ２ ｂ と 一 体 形 成 さ れ て い て も よ い 。
　 本 発 明 者 は 、 第 １ 及 び 第 ２ の 薬 液 供 給 部 材 ４ ａ ， ４ ｂ 、 第 １ 及 び 第 ２ の 保 水 部 材 ２ ａ ，  
２ ｂ 、 第 １ 及 び 第 ２ の 浸 透 部 材 ２ ｃ ， ２ ｄ に 「 包 帯 」 を 用 い た 害 虫 駆 除 装 置 １ を 作 製 し 、  
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後 述 す る よ う な 態 様 で 使 用 し て み た と こ ろ 、 良 好 な 結 果 が 得 ら れ た 。 こ の こ と か ら 、 こ れ  
ら の 部 材 の 材 質 と し て は 、 目 が 詰 ま っ て い る も の よ り も 、 あ る 程 度 目 の 粗 い も の の 方 が 望  
ま し い と 考 え ら れ る 。
【 ０ ０ ３ ３ 】
　 不 浸 透 部 材 ２ ｅ と し て は 、 例 え ば 、 ビ ニ ー ル 、 プ ラ ス チ ッ ク 等 を 用 い る こ と が で き る 。  
不 浸 透 部 材 ２ ｅ の 表 面 は 、 第 １ 及 び 第 ２ の 浸 透 部 材 ２ ｃ ， ２ ｄ の 間 に 粘 着 面 を 有 し て い て  
も よ い 。 こ れ に よ り 、 不 浸 透 部 材 ２ ｅ の 表 面 で 害 虫 を 捕 獲 す る こ と も 可 能 と な る 。
【 ０ ０ ３ ４ 】
　 第 １ の 薬 液 供 給 部 材 ４ ａ は 、 第 １ の 保 水 部 材 ２ ａ と の 接 続 箇 所 か ら 第 １ の 薬 液 容 器 ３ ａ  
の 入 口 又 は 第 １ の 薬 液 容 器 ３ ａ の 上 部 に 位 置 す る 箇 所 ま で 、 駆 除 薬 液 が 浸 透 し な い 薬 液 不  
浸 透 性 の 第 １ の カ バ ー ５ ａ で 覆 わ れ て い る 。 ま た 、 第 ２ の 薬 液 供 給 部 材 ４ ｂ は 、 第 ２ の 保  
水 部 材 ２ ｂ と の 接 続 箇 所 か ら 第 ２ の 薬 液 容 器 ３ ｂ の 入 口 又 は 第 ２ の 薬 液 容 器 ３ ｂ の 上 部 に  
位 置 す る 箇 所 ま で 、 誘 引 薬 液 が 浸 透 し な い 薬 液 不 浸 透 性 の 第 ２ の カ バ ー ５ ｂ で 覆 わ れ て い  
る 。
　 第 １ 及 び 第 ２ の カ バ ー ５ ａ ， ５ ｂ と し て は 、 例 え ば 、 ビ ニ ー ル 、 プ ラ ス チ ッ ク 等 を 用 い  
る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ３ ５ 】
　 か か る 構 成 に よ れ ば 、 第 １ の 保 水 部 材 ２ ａ あ る い は 第 ２ の 保 水 部 材 ２ ｂ へ 到 達 す る ま で  
に 駆 除 薬 液 あ る い は 誘 引 薬 液 が 蒸 発 す る こ と を 防 止 す る こ と が 可 能 と な る 。
【 ０ ０ ３ ６ 】
　 帯 状 部 材 ２ に は 、 長 手 方 向 の 両 端 部 に そ れ ぞ れ 第 １ 及 び 第 ２ の 接 続 部 ６ ａ ， ６ ｂ が 設 け  
ら れ て い る 。 こ こ で は 、 帯 状 部 材 ２ の 一 端 部 （ 閉 じ ら れ て い る 端 部 ） の 表 面 に 、 第 １ の 接  
続 部 ６ ａ と し て 面 フ ァ ス ナ 雌 部 が 貼 着 さ れ 、 帯 状 部 材 ２ の 他 端 部 の 裏 面 に 、 第 ２ の 接 続 部  
６ ｂ と し て 面 フ ァ ス ナ 雄 部 が 貼 着 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ３ ７ 】
　 か か る 構 成 に よ れ ば 、 害 虫 駆 除 装 置 １ を 樹 木 等 に 巻 き 付 け て 使 用 す る 場 合 に 、 面 フ ァ ス  
ナ 雄 部 （ 第 ２ の 接 続 部 ６ ｂ ） を 面 フ ァ ス ナ 雌 部 （ 第 １ の 接 続 部 ６ ａ ） に 接 合 し て 、 害 虫 駆  
除 装 置 １ を 樹 木 等 に し っ か り と 固 定 す る こ と が で き る 。 ま た 、 帯 状 部 材 の 一 端 部 （ 閉 じ ら  
れ て い る 端 部 ） の 裏 面 に 、 第 ２ の 接 続 部 と し て 面 フ ァ ス ナ 雄 部 が 貼 着 さ れ 、 帯 状 部 材 の 他  
端 部 の 表 面 に 、 第 １ の 接 続 部 と し て 面 フ ァ ス ナ 雌 部 が 貼 着 さ れ た 別 の 害 虫 駆 除 装 置 を 用 意  
し 、 当 該 別 の 害 虫 駆 除 装 置 （ 帯 状 部 材 ） の 面 フ ァ ス ナ 雄 部 を 害 虫 駆 除 装 置 １ （ 帯 状 部 材 ２  
） の 面 フ ァ ス ナ 雌 部 に 接 合 す る こ と に よ り 、 別 の 帯 状 部 材 と 帯 状 部 材 ２ を 長 手 方 向 に 連 結  
し て 、 害 虫 駆 除 装 置 の 長 さ を 長 く す る こ と が で き る 。 そ し て 、 こ れ に よ り 、 大 き い 樹 木 等  
に も 対 応 す る こ と が 可 能 と な る 。
【 ０ ０ ３ ８ 】
　 第 １ の 薬 液 容 器 ３ ａ は 、 第 １ の 薬 液 供 給 部 材 ４ ａ の 他 端 部 を 導 入 す る た め の 導 入 口 （ 図  
示 せ ず ） と 、 駆 除 薬 液 を 補 充 す る た め の 補 充 口 （ 図 示 せ ず ） と 、 を 備 え て い る 。 ま た 、 第  
２ の 薬 液 容 器 ３ ｂ も 、 第 ２ の 薬 液 供 給 部 材 ４ ｂ の 他 端 部 を 導 入 す る た め の 導 入 口 （ 図 示 せ  
ず ） と 、 誘 引 薬 液 を 補 充 す る た め の 補 充 口 （ 図 示 せ ず ） と 、 を 備 え て い る 。 そ し て 、 駆 除  
薬 液 や 誘 引 薬 液 を 随 時 補 充 し た り 、 第 １ 及 び 第 ２ の 薬 液 容 器 ３ ａ ， ３ ｂ の サ イ ズ を 大 き く  
し た り す る こ と に よ り 、 第 １ 及 び 第 ２ の 保 水 部 材 ２ ａ ， ２ ｂ に 長 期 間 薬 液 （ 駆 除 薬 液 及 び  
誘 引 薬 液 ） を 供 給 し て 、 当 該 害 虫 駆 除 装 置 １ の 効 果 を 持 続 さ せ る こ と が 可 能 と な る 。 な お  
、 第 １ の 薬 液 容 器 ３ ａ と 第 ２ の 薬 液 容 器 ３ ｂ と は 、 導 入 口 と 補 充 口 と を 兼 ね 備 え る １ つ の  
開 口 部 を 備 え て も よ い 。
【 ０ ０ ３ ９ 】
　 以 上 説 明 し た 害 虫 駆 除 装 置 １ は 、 そ の 表 面 を 通 る 害 虫 を 駆 除 す る も の で あ っ て 、 上 記 の  
よ う に 樹 木 等 に 巻 き 付 け て 使 用 す る こ と も で き 、 ま た 、 壁 面 に 貼 り 付 け て 使 用 す る こ と も  
で き る 。 な お 、 壁 面 に 貼 り 付 け て 使 用 す る 場 合 に は 、 例 え ば 、 帯 状 部 材 ２ の 裏 面 に 両 面 テ  
ー プ を 取 り 付 け る 等 し て お け ば よ い 。
　 な お 、 第 １ 及 び 第 ２ の 薬 液 容 器 ３ ａ ， ３ ｂ は 、 一 続 き の も の と し て 形 成 さ れ て お り 、 帯  
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状 部 材 ２ と は 別 に 樹 木 等 に 取 り 付 け ら れ る （ 図 ３ を 参 照 ） 。
【 ０ ０ ４ ０ 】
　 害 虫 駆 除 装 置 １ は 、 各 構 成 部 材 が 上 記 し た 材 質 の も の で 形 成 さ れ て い る た め 、 所 望 の 形  
状 に 湾 曲 さ せ る こ と が 可 能 で あ る 。 そ し て 、 こ れ に よ り 、 い び つ な 形 状 の 樹 木 や 外 壁 の 出  
隅 等 に も 簡 単 に 取 り 付 け る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ４ １ 】
　 ［ 害 虫 駆 除 装 置 の 使 用 態 様 ］
　 次 に 、 以 上 の よ う に 構 成 さ れ た 害 虫 駆 除 装 置 １ の 使 用 態 様 に つ い て 、 図 ３ を も 参 照 し な  
が ら 説 明 す る 。
【 ０ ０ ４ ２ 】
　 図 ３ は 、 本 実 施 形 態 に お け る 害 虫 駆 除 装 置 の 使 用 態 様 の 一 例 を 示 す 概 略 斜 視 図 で あ る 。
【 ０ ０ ４ ３ 】
　 本 実 施 形 態 の 害 虫 駆 除 装 置 １ は 、 例 え ば 図 ３ に 示 す よ う に 、 果 樹 等 の 樹 木 ２ ０ に 巻 き 付  
け た 状 態 で 使 用 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ４ ４ 】
　 よ り 具 体 的 に は 、 ま ず 、 帯 状 部 材 ２ を 樹 木 ２ ０ に 巻 き 付 け 、 面 フ ァ ス ナ 雄 部 （ 第 ２ の 接  
続 部 ６ ｂ ） を 面 フ ァ ス ナ 雌 部 （ 第 １ の 接 続 部 ６ ａ ） に 接 合 し て （ 図 １ ， 図 ２ を 参 照 ） 、 害  
虫 駆 除 装 置 １ を 樹 木 ２ ０ に し っ か り と 固 定 す る 。 ま た 、 第 １ 及 び 第 ２ の 薬 液 容 器 ３ ａ ， ３  
ｂ を 、 当 該 第 １ 及 び 第 ２ の 薬 液 容 器 ３ ａ ， ３ ｂ に 付 属 す る 紐 部 材 ２ １ に よ っ て 樹 木 ２ ０ に  
固 定 す る 。 こ の 場 合 、 第 １ 及 び 第 ２ の 薬 液 容 器 ３ ａ ， ３ ｂ は 、 帯 状 部 材 ２ よ り も 下 方 に 取  
り 付 け る 。
　 次 い で 、 第 １ の 薬 液 供 給 部 材 ４ ａ の 他 端 部 を 第 １ の 薬 液 容 器 ３ ａ に 導 入 し 、 第 ２ の 薬 液  
供 給 部 材 ４ ｂ の 他 端 部 を 第 ２ の 薬 液 容 器 ３ ｂ に 導 入 す る （ 図 ３ の 状 態 ） 。 す る と 、 第 １ の  
薬 液 供 給 部 材 ４ ａ の 毛 細 管 現 象 に よ り 、 第 １ の 薬 液 容 器 ３ ａ 内 の 駆 除 薬 液 １ ９ ａ が 吸 い 上  
げ ら れ て 、 第 １ の 保 水 部 材 ２ ａ に 供 給 さ れ る 。 ま た 、 第 ２ の 薬 液 供 給 部 材 ４ ｂ の 毛 細 管 現  
象 に よ り 、 第 ２ の 薬 液 容 器 ３ ｂ 内 の 誘 引 薬 液 １ ９ ｂ が 吸 い 上 げ ら れ て 、 第 ２ の 保 水 部 材 ２  
ｂ に 供 給 さ れ る 。 第 １ の 保 水 部 材 ２ ａ に 供 給 さ れ た 駆 除 薬 液 １ ９ ａ は 、 第 １ の 浸 透 部 材 ２  
ｃ に 浸 透 し 、 当 該 第 １ の 浸 透 部 材 ２ ｃ の 全 体 に 行 き 渡 る 。 ま た 、 第 ２ の 保 水 部 材 ２ ｂ に 供  
給 さ れ た 誘 引 薬 液 １ ９ ｂ は 、 第 ２ の 浸 透 部 材 ２ ｄ に 浸 透 し 、 当 該 第 ２ の 浸 透 部 材 ２ ｄ の 全  
体 に 行 き 渡 る 。 こ れ で 、 果 樹 の 生 育 に 害 を 加 え る 害 虫 の 駆 除 の 準 備 が 完 了 す る 。
　 第 １ 及 び 第 ２ の 薬 液 供 給 部 材 ４ ａ の う ち 、 第 １ 及 び 第 ２ の 薬 液 容 器 ３ ａ ， ３ ｂ と 帯 状 部  
材 ２ と の 間 の 部 分 が そ れ ぞ れ 薬 液 不 浸 透 性 の 第 １ 及 び 第 ２ の カ バ ー ５ ａ ， ５ ｂ で 覆 わ れ て  
い る た め 、 第 １ 及 び 第 ２ の 保 水 部 材 ２ ａ ， ２ ｂ へ 到 達 す る ま で に 駆 除 薬 液 １ ９ ａ 、 誘 引 薬  
液 １ ９ ｂ が 蒸 発 す る こ と は な く 、 薬 液 の 使 用 効 率 の 高 い も の と な っ て い る 。
【 ０ ０ ４ ５ 】
　 果 樹 の 生 育 に 害 を 加 え る 害 虫 は 、 害 虫 駆 除 装 置 １ の 帯 状 部 材 ２ の 上 を 通 る と き に 駆 除 さ  
れ る 。
　 よ り 具 体 的 に は 、 地 面 に い た 害 虫 は 、 第 ２ の 浸 透 部 材 ２ ｄ の 全 体 に 行 き 渡 っ て い る 誘 引  
薬 液 １ ９ ｂ に 誘 引 さ れ て 、 樹 木 ２ ０ を 這 い 上 り 、 帯 状 部 材 ２ の 第 ２ の 浸 透 部 材 ２ ｄ に 近 づ  
く 。 第 ２ の 浸 透 部 材 ２ ｄ は 、 害 虫 が ス ム ー ズ に 通 れ る よ う に し た 表 面 を 有 し て お り 、 不 浸  
透 部 材 ２ ｅ も ビ ニ ー ル 、 プ ラ ス チ ッ ク 等 の 害 虫 が 滑 り や す い 材 質 の も の で 形 成 さ れ て い る  
た め 、 誘 引 薬 液 １ ９ ｂ に 釣 ら れ て 近 寄 っ て き た 害 虫 を ス ム ー ズ に 、 駆 除 薬 液 １ ９ ａ が 浸 透  
し た 第 １ の 浸 透 部 材 ２ ｃ に 移 動 さ せ る こ と が で き る 。 第 １ の 浸 透 部 材 ２ ｃ は 、 害 虫 が 足 を  
取 ら れ 通 り に く く し た 表 面 を 有 し て い る た め 、 害 虫 を 駆 除 薬 液 １ ９ ａ に 長 時 間 接 触 さ せ て  
お く こ と が で き る 。 こ の た め 、 害 虫 駆 除 装 置 １ の 帯 状 部 材 ２ の 上 を 通 る 害 虫 を 確 実 に 駆 除  
す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ４ ６ 】
　 本 実 施 形 態 の 害 虫 駆 除 装 置 １ は 、 例 え ば 、 壁 面 に 貼 り 付 け た 状 態 で 使 用 す る こ と も で き  
る 。 帯 状 部 材 ２ は 、 そ の 裏 面 に 取 り 付 け た 両 面 テ ー プ を 用 い て 壁 面 に 貼 り 付 け れ ば よ い 。  
第 １ 及 び 第 ２ の 薬 液 容 器 ３ ａ ， ３ ｂ に つ い て も 同 様 で あ る 。
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　 こ の 場 合 も 、 上 記 と 同 様 に し て 害 虫 を 駆 除 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ４ ７ 】
　 な お 、 上 記 実 施 形 態 に お い て は 、 長 手 方 向 に 延 び る 第 １ の 保 水 部 材 ２ ａ （ 駆 除 薬 液 用 ）  
と 第 ２ の 保 水 部 材 ２ ｂ （ 誘 引 薬 液 用 ） と の ２ 本 の 保 水 部 材 を 備 え た 害 虫 駆 除 装 置 １ を 例 に  
挙 げ て 説 明 し た 。 し か し 、 本 発 明 は 必 ず し も こ の よ う な 構 成 に 限 定 さ れ る も の で は な い 。  
例 え ば 、 図 ４ に 示 す よ う な 、 駆 除 薬 液 用 の 保 水 部 材 を １ 本 備 え た も の で あ っ て も よ い 。
　 図 ４ （ イ ） は 、 本 実 施 形 態 に お け る 害 虫 駆 除 装 置 の 他 の 概 略 構 成 を 示 す 模 式 平 面 図 、 図  
４ （ ロ ） は 、 当 該 他 の 害 虫 駆 除 装 置 か ら 浸 透 部 材 を 外 し た 状 態 を 示 す 模 式 平 面 図 で あ る 。
【 ０ ０ ４ ８ 】
　 さ ら に 詳 細 に 説 明 す る と 、 図 ４ に 示 す 害 虫 駆 除 装 置 ７ は 、 長 手 方 向 に 延 び る １ 本 の 保 水  
部 材 ８ ａ を 内 蔵 す る 帯 状 部 材 ８ を 備 え て い る 。 ま た 、 害 虫 駆 除 装 置 ７ は 、 害 虫 を 駆 除 す る  
駆 除 薬 液 を 貯 留 す る 薬 液 容 器 ９ と 、 薬 液 容 器 ９ 内 の 駆 除 薬 液 を 毛 細 管 現 象 に よ っ て 吸 い 上  
げ て 保 水 部 材 ８ ａ に 供 給 す る 薬 液 供 給 部 材 １ ０ と 、 を 備 え て い る 。
　 薬 液 供 給 部 材 １ ０ は 、 一 端 が 保 水 部 材 ８ ａ に 接 続 さ れ 、 他 端 部 が 薬 液 容 器 ９ 内 に 導 入 さ  
れ て い る 。 な お 、 帯 状 部 材 ８ の 、 薬 液 供 給 部 材 １ ０ が 存 し な い 側 の 端 部 は 、 閉 じ ら れ て い  
る 。 ま た 、 薬 液 供 給 部 材 １ ０ は 、 保 水 部 材 ８ ａ と の 接 続 箇 所 か ら 薬 液 容 器 ９ の 入 口 又 は 薬  
液 容 器 ９ の 上 部 に 位 置 す る 箇 所 ま で 、 駆 除 薬 液 が 浸 透 し な い 薬 液 不 浸 透 性 の カ バ ー １ １ で  
覆 わ れ て い る 。
【 ０ ０ ４ ９ 】
　 帯 状 部 材 ８ は 、 保 水 部 材 ８ ａ か ら の 駆 除 薬 液 が 浸 透 し な い 裏 側 の 不 浸 透 部 材 ８ ｃ と 、 保  
水 部 材 ８ ａ か ら の 駆 除 薬 液 が 浸 透 す る 、 帯 状 部 材 ８ の 長 手 方 向 に 延 び る 表 側 の 浸 透 部 材 ８  
ｂ と 、 の ２ 種 類 の 部 材 か ら な っ て い る 。
　 よ り 具 体 的 に は 、 帯 状 部 材 ８ は 、 １ 本 の 保 水 部 材 ８ ａ が 載 置 固 定 さ れ る 薬 液 不 浸 透 性 の  
ベ ー ス 部 材 （ 不 浸 透 部 材 ） ８ ｃ と 、 保 水 部 材 ８ ａ を 覆 う よ う に 配 置 固 定 さ れ る 浸 透 部 材 ８  
ｂ と 、 に よ り 構 成 さ れ て い る 。
　 な お 、 帯 状 部 材 ８ の 表 面 に 、 浸 透 部 材 ８ ｂ の 縁 部 に 重 な る よ う に し て 帯 状 部 材 ８ の 長 手  
方 向 に 延 び る 不 浸 透 部 材 を さ ら に 配 置 固 定 す る よ う に し て も よ い 。
【 ０ ０ ５ ０ 】
　 帯 状 部 材 ８ に は 、 長 手 方 向 の 両 端 部 に そ れ ぞ れ 第 １ 及 び 第 ２ の 接 続 部 １ ２ ａ ， １ ２ ｂ が  
設 け ら れ て い る 。 こ こ で は 、 帯 状 部 材 ８ の 一 端 部 （ 閉 じ ら れ て い る 端 部 ） の 表 面 に 、 第 １  
の 接 続 部 １ ２ ａ と し て 面 フ ァ ス ナ 雌 部 が 貼 着 さ れ 、 帯 状 部 材 ８ の 他 端 部 の 裏 面 に 、 第 ２ の  
接 続 部 １ ２ ｂ と し て 面 フ ァ ス ナ 雄 部 が 貼 着 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ５ １ 】
　 図 ４ に 示 す 害 虫 駆 除 装 置 ７ の 各 部 材 の 材 質 、 及 び 、 当 該 害 虫 駆 除 装 置 ７ に よ る 作 用 効 果  
は 、 上 記 と 同 様 で あ る （ 但 し 、 誘 引 薬 液 に よ る 作 用 効 果 は 得 ら れ な い ） 。 し た が っ て 、 上  
記 を 参 照 し て 、 こ こ で は そ の 説 明 を 省 略 す る 。
【 ０ ０ ５ ２ 】
　 ま た 、 本 発 明 の 害 虫 駆 除 装 置 は 、 例 え ば 、 図 ５ に 示 す よ う な 、 駆 除 薬 液 用 の 保 水 部 材 を  
複 数 備 え た も の で あ っ て も よ い 。
　 図 ５ は 、 本 実 施 形 態 に お け る 害 虫 駆 除 装 置 の さ ら な る 他 の 概 略 構 成 を 示 す 模 式 平 面 図 で  
あ る 。
【 ０ ０ ５ ３ 】
　 さ ら に 詳 細 に 説 明 す る と 、 図 ５ に 示 す 害 虫 駆 除 装 置 １ ３ は 、 長 手 方 向 に 延 び る 第 １ 乃 至  
第 ３ の ３ 本 の 保 水 部 材 １ ４ ａ ， １ ４ ｂ ， １ ４ ｃ を 内 蔵 す る 帯 状 部 材 １ ４ を 備 え て い る 。 こ  
こ で 、 ３ 本 の 保 水 部 材 １ ４ ａ ， １ ４ ｂ ， １ ４ ｃ は 、 帯 状 部 材 １ ４ の 幅 方 向 に 所 定 の 間 隔 を  
空 け て 配 置 さ れ て い る 。 ま た 、 害 虫 駆 除 装 置 １ ３ は 、 害 虫 を 駆 除 す る 第 １ の 駆 除 薬 液 を 貯  
留 す る 第 １ の 薬 液 容 器 １ ５ ａ と 、 第 １ の 薬 液 容 器 １ ５ ａ 内 の 第 １ の 駆 除 薬 液 を 毛 細 管 現 象  
に よ っ て 吸 い 上 げ て 第 １ の 保 水 部 材 １ ４ ａ に 供 給 す る 第 １ の 薬 液 供 給 部 材 １ ６ ａ と 、 を 備  
え て い る 。 ま た 、 害 虫 駆 除 装 置 １ ３ は 、 害 虫 を 駆 除 す る 第 ２ の 駆 除 薬 液 を 貯 留 す る 第 ２ の  
薬 液 容 器 １ ５ ｂ と 、 第 ２ の 薬 液 容 器 １ ５ ｂ 内 の 第 ２ の 駆 除 薬 液 を 毛 細 管 現 象 に よ っ て 吸 い  
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上 げ て 第 ２ の 保 水 部 材 １ ４ ｂ に 供 給 す る 第 ２ の 薬 液 供 給 部 材 １ ６ ｂ と 、 を 備 え て い る 。 ま  
た 、 害 虫 駆 除 装 置 １ ３ は 、 害 虫 を 誘 引 す る 誘 引 薬 液 を 貯 留 す る 第 ３ の 薬 液 容 器 １ ５ ｃ と 、  
第 ３ の 薬 液 容 器 １ ５ ｃ 内 の 誘 引 薬 液 を 毛 細 管 現 象 に よ っ て 吸 い 上 げ て 第 ３ の 保 水 部 材 １ ４  
ｃ に 供 給 す る 第 ３ の 薬 液 供 給 部 材 １ ６ ｃ と 、 を 備 え て い る 。
【 ０ ０ ５ ４ 】
　 第 １ の 薬 液 供 給 部 材 １ ６ ａ は 、 一 端 が 第 １ の 保 水 部 材 １ ４ ａ に 接 続 さ れ 、 他 端 部 が 第 １  
の 薬 液 容 器 １ ５ ａ 内 に 導 入 さ れ て い る 。 ま た 、 第 ２ の 薬 液 供 給 部 材 １ ６ ｂ は 、 一 端 が 第 ２  
の 保 水 部 材 １ ４ ｂ に 接 続 さ れ 、 他 端 部 が 第 ２ の 薬 液 容 器 １ ５ ｂ 内 に 導 入 さ れ て い る 。 さ ら  
に 、 第 ３ の 薬 液 供 給 部 材 １ ６ ｃ は 、 一 端 が 第 ３ の 保 水 部 材 １ ４ ｃ に 接 続 さ れ 、 他 端 部 が 第  
３ の 薬 液 容 器 １ ５ ｃ 内 に 導 入 さ れ て い る 。 な お 、 帯 状 部 材 １ ４ の 、 第 １ 乃 至 第 ３ の 薬 液 供  
給 部 材 １ ６ ａ ， １ ６ ｂ ， １ ６ ｃ が 存 し な い 側 の 端 部 は 、 閉 じ ら れ て い る 。 ま た 、 第 １ の 薬  
液 供 給 部 材 １ ６ ａ は 、 第 １ の 保 水 部 材 １ ４ ａ と の 接 続 箇 所 か ら 第 １ の 薬 液 容 器 １ ５ ａ の 入  
口 又 は 第 １ の 薬 液 容 器 １ ５ ａ の 上 部 に 位 置 す る 箇 所 ま で 、 第 １ の 駆 除 薬 液 が 浸 透 し な い 薬  
液 不 浸 透 性 の 第 １ の カ バ ー １ ７ ａ で 覆 わ れ て い る 。 ま た 、 第 ２ の 薬 液 供 給 部 材 １ ６ ｂ は 、  
第 ２ の 保 水 部 材 １ ４ ｂ と の 接 続 箇 所 か ら 第 ２ の 薬 液 容 器 １ ５ ｂ の 入 口 又 は 第 ２ の 薬 液 容 器  
１ ５ ｂ の 上 部 に 位 置 す る 箇 所 ま で 、 第 ２ の 駆 除 薬 液 が 浸 透 し な い 薬 液 不 浸 透 性 の 第 ２ の カ  
バ ー １ ７ ｂ で 覆 わ れ て い る 。 ま た 、 第 ３ の 薬 液 供 給 部 材 １ ６ ｃ は 、 第 ３ の 保 水 部 材 １ ４ ｃ  
と の 接 続 箇 所 か ら 第 ３ の 薬 液 容 器 １ ５ ｃ の 入 口 又 は 第 ３ の 薬 液 容 器 １ ５ ｃ の 上 部 に 位 置 す  
る 箇 所 ま で 、 誘 引 薬 液 が 浸 透 し な い 薬 液 不 浸 透 性 の 第 ３ の カ バ ー １ ７ ｃ で 覆 わ れ て い る 。
【 ０ ０ ５ ５ 】
　 帯 状 部 材 １ ４ は 、 第 １ 乃 至 第 ３ の 保 水 部 材 １ ４ ａ ， １ ４ ｂ ， １ ４ ｃ か ら の 薬 液 （ 第 １ の  
駆 除 薬 液 、 第 ２ の 駆 除 薬 液 及 び 誘 引 薬 液 ） が 浸 透 し な い 裏 側 の 不 浸 透 部 材 １ ４ ｇ と 、 第 １  
乃 至 第 ３ の 保 水 部 材 １ ４ ａ ， １ ４ ｂ ， １ ４ ｃ か ら の 薬 液 （ 第 １ の 駆 除 薬 液 、 第 ２ の 駆 除 薬  
液 及 び 誘 引 薬 液 ） が そ れ ぞ れ 浸 透 す る 、 帯 状 部 材 １ ４ の 長 手 方 向 に 延 び る 表 側 の 第 １ 乃 至  
第 ３ の 浸 透 部 材 １ ４ ｄ ， １ ４ ｅ ， １ ４ ｆ と 、 の ２ 種 類 の 部 材 か ら な っ て い る 。
　 よ り 具 体 的 に は 、 帯 状 部 材 １ ４ は 、 第 １ 乃 至 第 ３ の ３ 本 の 保 水 部 材 １ ４ ａ ， １ ４ ｂ ， １  
４ ｃ が 載 置 固 定 さ れ る 薬 液 不 浸 透 性 の ベ ー ス 部 材 （ 不 浸 透 部 材 ） １ ４ ｇ と 、 帯 状 部 材 １ ４  
の 幅 方 向 に 所 定 の 間 隔 を 空 け た 状 態 で そ れ ぞ れ 第 １ 乃 至 第 ３ の 保 水 部 材 １ ４ ａ ， １ ４ ｂ ，  
１ ４ ｃ を 覆 う よ う に 配 置 固 定 さ れ る 第 １ 乃 至 第 ３ の 浸 透 部 材 １ ４ ｄ ， １ ４ ｅ ， １ ４ ｆ と 、  
に よ り 構 成 さ れ て い る 。 こ れ に よ り 、 隣 り 合 う 第 １ 及 び 第 ２ の 保 水 部 材 １ ４ ａ ， １ ４ ｂ の  
間 と 隣 り 合 う 第 ２ 及 び 第 ３ の 保 水 部 材 １ ４ ｂ ， １ ４ ｃ の 間 は 、 表 側 、 裏 側 と も に 不 浸 透 部  
材 で 構 成 さ れ た 状 態 と な っ て い る 。
　 な お 、 帯 状 部 材 １ ４ の 表 面 に 、 第 １ 及 び 第 ２ の 浸 透 部 材 １ ４ ｄ ， １ ４ ｅ の 対 向 す る 縁 部  
に 重 な る よ う に し て 帯 状 部 材 １ ４ の 長 手 方 向 に 延 び る 不 浸 透 部 材 を さ ら に 配 置 固 定 す る よ  
う に し て も よ い 。 ま た 、 帯 状 部 材 １ ４ の 表 面 に 、 第 ２ 及 び 第 ３ の 浸 透 部 材 １ ４ ｅ ， １ ４ ｆ  
の 対 向 す る 縁 部 に 重 な る よ う に し て 帯 状 部 材 １ ４ の 長 手 方 向 に 延 び る 不 浸 透 部 材 を さ ら に  
配 置 固 定 す る よ う に し て も よ い 。
【 ０ ０ ５ ６ 】
　 帯 状 部 材 １ ４ に は 、 長 手 方 向 の 両 端 部 に そ れ ぞ れ 第 １ 及 び 第 ２ の 接 続 部 １ ８ ａ ， １ ８ ｂ  
が 設 け ら れ て い る 。 こ こ で は 、 帯 状 部 材 １ ４ の 一 端 部 （ 閉 じ ら れ て い る 端 部 ） の 表 面 に 、  
第 １ の 接 続 部 １ ８ ａ と し て 面 フ ァ ス ナ 雌 部 が 貼 着 さ れ 、 帯 状 部 材 １ ４ の 他 端 部 の 裏 面 に 、  
第 ２ の 接 続 部 １ ８ ｂ と し て 面 フ ァ ス ナ 雄 部 が 貼 着 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ５ ７ 】
　 以 上 説 明 し た 害 虫 駆 除 装 置 １ ３ の 構 成 に よ れ ば 、 異 な る 駆 除 薬 液 や 誘 引 薬 液 を 保 持 し た  
複 数 の 保 水 部 材 １ ４ ａ ， １ ４ ｂ ， １ ４ ｃ を 同 時 に 備 え る こ と が で き る た め 、 複 数 種 類 の 害  
虫 を 駆 除 す る こ と が 可 能 と な る 。 な お 、 図 ５ に 示 す 害 虫 駆 除 装 置 １ ３ の 各 部 材 の 材 質 、 及  
び 、 当 該 害 虫 駆 除 装 置 １ ３ に よ る 他 の 作 用 効 果 は 、 上 記 と 同 様 で あ る 。 し た が っ て 、 上 記  
を 参 照 し て 、 こ こ で は そ の 説 明 を 省 略 す る 。
【 ０ ０ ５ ８ 】
　 ま た 、 上 記 実 施 形 態 に お い て は 、 第 １ 及 び 第 ２ の 接 続 部 ６ ａ ， ６ ｂ と し て 、 面 フ ァ ス ナ  
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雌 部 及 び 面 フ ァ ス ナ 雄 部 を 用 い る 場 合 を 例 に 挙 げ て 説 明 し た 。 し か し 、 本 発 明 は 必 ず し も  
こ の よ う な 構 成 に 限 定 さ れ る も の で は な い 。 接 続 部 と し て は 、 例 え ば 、 孔 状 や 溝 状 の 凹 部  
と そ れ に 対 応 す る 凸 部 で あ っ て 、 凹 部 と 凸 部 と が 嵌 ま り 合 う 構 成 の も の （ ホ ッ ク 雌 と ホ ッ  
ク 雄 な ど ） や 、 紐 状 部 材 の 端 部 同 士 を 結 ぶ 構 成 で あ っ て も よ い 。
【 ０ ０ ５ ９ 】
　 ま た 、 上 記 実 施 形 態 に お い て は 、 帯 状 部 材 ２ の 長 手 方 向 の 両 端 部 に そ れ ぞ れ 第 １ 及 び 第  
２ の 接 続 部 ６ ａ ， ６ ｂ が 設 け ら れ て い る 場 合 を 例 に 挙 げ て 説 明 し た 。 し か し 、 本 発 明 は 必  
ず し も こ の よ う な 構 成 に 限 定 さ れ る も の で は な い 。 帯 状 部 材 ２ の 、 少 な く と も 第 １ 及 び 第  
２ の 薬 液 供 給 部 材 ４ ａ ， ４ ｂ が 存 す る 側 と 反 対 側 の 端 部 （ 閉 じ ら れ て い る 端 部 ） に 接 続 部  
が 設 け ら れ て い れ ば よ い 。 か か る 構 成 で あ っ て も 、 ２ つ の 帯 状 部 材 の 接 続 部 同 士 を 接 合 す  
る こ と に よ り 、 こ れ ら の 帯 状 部 材 同 士 を 長 手 方 向 に 連 結 し て 、 害 虫 駆 除 装 置 の 長 さ を 長 く  
で き る と い う 効 果 は 得 ら れ る 。
【 ０ ０ ６ ０ 】
　 ま た 、 上 記 実 施 形 態 に お い て は 、 第 １ 及 び 第 ２ の 薬 液 容 器 ３ ａ ， ３ ｂ が 、 一 続 き の も の  
と し て 形 成 さ れ て お り 、 帯 状 部 材 ２ と は 別 に 樹 木 等 に 取 り 付 け ら れ る 場 合 を 例 に 挙 げ て 説  
明 し た 。 し か し 、 本 発 明 は 必 ず し も こ の よ う な 構 成 に 限 定 さ れ る も の で は な い 。 複 数 の 薬  
液 容 器 は 、 切 り 離 さ れ た も の と し て 形 成 さ れ て い て も よ く 、 薬 液 容 器 は 、 帯 状 部 材 に 取 り  
付 け ら れ て い て も よ い 。
【 符 号 の 説 明 】
【 ０ ０ ６ １ 】
　 　 １ ， ７ ， １ ３   害 虫 駆 除 装 置
　 　 ２ ， ８ ， １ ４   帯 状 部 材
　 ２ ａ ， １ ４ ａ   第 １ の 保 水 部 材
　 ２ ｂ ， １ ４ ｂ   第 ２ の 保 水 部 材
　 ２ ｃ ， １ ４ ｄ   第 １ の 浸 透 部 材
　 ２ ｄ ， １ ４ ｅ   第 ２ の 浸 透 部 材
　 ２ ｅ ， ８ ｃ ， １ ４ ｇ   不 浸 透 部 材
　 ３ ａ ， １ ５ ａ   第 １ の 薬 液 容 器
　 ３ ｂ ， １ ５ ｂ   第 ２ の 薬 液 容 器
　 ４ ａ ， １ ６ ａ   第 １ の 薬 液 供 給 部 材
　 ４ ｂ ， １ ６ ｂ   第 ２ の 薬 液 供 給 部 材
　 ５ ａ ， １ ７ ａ   第 １ の カ バ ー
　 ５ ｂ ， １ ７ ｂ   第 ２ の カ バ ー
　 ６ ａ ， １ ２ ａ ， １ ８ ａ   第 １ の 接 続 部
　 ６ ｂ ， １ ２ ｂ ， １ ８ ｂ   第 ２ の 接 続 部
　 ８ ａ   保 水 部 材
　 ８ ｂ   浸 透 部 材
　 　 ９   薬 液 容 器
　 １ ０   薬 液 供 給 部 材
　 １ １   カ バ ー
１ ４ ｃ   第 ３ の 保 水 部 材
１ ４ ｆ   第 ３ の 浸 透 部 材
１ ５ ｃ   第 ３ の 薬 液 容 器
１ ６ ｃ   第 ３ の 薬 液 供 給 部 材
１ ７ ｃ   第 ３ の カ バ ー
１ ９ ａ   駆 除 薬 液
１ ９ ｂ   誘 引 薬 液
　 ２ ０   果 樹 等 の 樹 木
　 ２ １   紐 部 材
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【 図 面 】
【 図 １ 】 【 図 ２ 】

【 図 ３ 】 【 図 ４ 】
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【 図 ５ 】



10

JP 7600480 B2 2024.12.17(14)

フロントページの続き

(56)参考文献 実開昭６２－１８６６７３（ＪＰ，Ｕ）
国際公開第２０１６／１９５０４９（ＷＯ，Ａ１）
特開平１１－２２５６４８（ＪＰ，Ａ）
米国特許第６２２３４６３（ＵＳ，Ｂ１）

(58)調査した分野　(Int.Cl.，ＤＢ名)
Ａ０１Ｍ      １／２０
Ａ０１Ｍ      １／０２
Ａ０１Ｍ    ２９／３４


	biblio-graphic-data
	claims
	description
	drawings
	overflow

